
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 定時会員総会 

R4.5.15 

会場：和歌山県立情報交流センターBIG・U 

令和３年度 学術講習会 

R3.11.14 

講師：豊田 孝行先生 

第 17回 はり・きゅう講演会 

R4.1.23 

オンライン開催 

令和４年度 療養費制度等適正運用指導会 

R4.7.24 

講師：濵﨑 正人保険副部長 

第 18回 はり・きゅう講演会 

R4.9.4 

講師：豊田 孝行先生 

会場とオンラインのハイブリッド開催をしました。 

令和４年度 学術・災害対策合同講習会 

R4.7.24 

講師：中野 正得会長 

会場とオンラインのハイブリッド開催をしました。 
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公益社団法人 日本鍼灸師会 

 

倫 理 綱 領 

 
日本鍼灸師会会員の遵守するべき倫理綱領を次のように定める 

 

一 私は生涯を人類への奉仕に捧げることを誓う 

 

二 私は常に患者の健康の回復と保持増進を第一に考える 

 

三 私は患者の信頼に応えて秘密を厳守する 

 

四 私は良心と誠意をもって治療に専念する 

 

五 私はたえず鍼灸の学と術について最高の水準を保ち疾病に関する知

識を一層深め伝統を守りその伝承に努力する 

 

六 私は鍼灸治療の有効性を高めその学術的研究の業績を重ねることに

よって他の医療分野から信頼と協調を確保し患者の治療に努力する 

 

七 私は鍼灸治療の適応を十分認識し無効な治療を行うことなく更に過誤

を犯すことのないように努める 

 

八 私は常に自己の職責に誇りと責任をもち鍼灸師としての名誉と尊厳を

もって鍼灸の発展に努力する 

 

九 私は治療に当って宗教国籍人種政党社会的地位の違いによって患者

に果すべき義務を変えることはしない 

 

十 私は流派を超えて相互に鍼灸師を尊重し鍼灸界の団結を高め鍼灸師

の資質向上のために努力する 
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県民のみなさま、いつも本会に所属する会員の施術所に定期的にはり・きゅうを受

けに通っていただきありがとうございます。 

未だコロナ禍が冷めやらぬ中ではありますが、感染防止ガイドラインに基づき、感

染防止対策を徹底して鍼灸施術を行っております。引き続きお体の不調の際には安心

してご来院くださいませ。 

本会は会員の資質向上に努める職能団体で、毎年年度初めに開催している定時会員

総会においてその年の事業計画を審議し、承認をいただき遂行しています。 

今年度も学術講習会ならびに災害対策講習会、療養費制度等適正運用指導会を開催、

毎年恒例の県民公開講座『第18回はり・きゅう講演会』も半農半医：豊田孝行先生を

講師にお招きし、「こころとからだの健康づくり～ずっと健康でいるために～」をご講

演いただきました。当日は大盛況で、会場も満席となり、Webでもたくさんの方々に

視聴していただくことができました。また、講演会後に開催しました、はり・きゅう

無料体験にもたくさんの方々にご参加いただきました。初めてはり・きゅうを受けら

れた方々からは、「痛くなかった」「熱くなかった」「気持ちよかった」というお声をい

ただくことができました。 

これを機に是非、持病や体の不調の改善をしに、お近くの鍼灸院に足を運んでくだ

さい。 

みなさまのご来院を心よりお待ちしております。 

 

 

 

 

 

巻 頭 言 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

会  長  中野 正得    
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[特集] 
  

 〇労働者災害補償保険について 
 

はり・きゅうの受療率を上げる一方法として 

鍼灸と労災をテーマに、和歌山県鍼灸師会から全国に発信しています。 
 

鍼灸施術は労災申請が可能ですよ‼ ということを  

鍼灸師はもちろんのこと、事業主様や働いている多くの皆さんに知っていただきたいのです。 

 

《目 的》 

１，無資格者は労災申請できません。 

  国家資格のはり師・きゅう師だからできるのです。 

  つまり無資格者との差別化！ 

２，はり・きゅうって凄いね！！ 

３，ここでは、労災申請を増やすのが目的ではなく 

  はり・きゅうの受療率を上げる一方法としてご理解とご協力を要請中。 

 

全国の鍼灸師会のホームページで啓蒙して頂けるようにチラシを作成。 

和歌山県鍼灸師会用の動画１点作成しています。 

チラシなどには、公益社団法人 日本鍼灸師会と明記していますが、お許しを頂いています。 

 

 
 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会のホームページでは、このチラシと動画は公開中です。 

みなさまのホームページや受付などにチラシ掲載してコマーシャル活動にご協力頂きますよう 

宜しくお願い申し上げます。 
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この機会で、労働者災害保険の取扱いを希望される本会会員の皆様は、県労働基準局に申請

が必要となります。総務部までお問い合わせください。 

 

労働者災害補償保険のあらまし 

 
労働者の業務災害及び通勤災害に対して迅速かつ公平な保護をするため必要な保険給付を

行い、あわせて業務災害または通勤災害を被った労働者の社会復帰の促進、当該労働者および

遺族の援護、適正な労働条件の確保等を図り、労働者の福社の増進に寄与することを目的とし

た保険制度です。 

 

保険給付の対象 

（１）業務災害 業務との間に相当因果関係が認められる災害 

（２）通勤災害 通勤により発生した災害 

支給対象と必要書類 

（１）はり・きゅう単独の場合  ※医師の発行するはり・きゅう診断書 

（２）一般医療と併施のはり・きゅうの場合  

※医師の発行するはり・きゅう診断書と施術効果の評価表 

 

療養の費用の額 

「労災保険あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師施術料金算定基準」に基づく 
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厚生労働省ホームページより 
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[特集] 

 
 〇（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック会議  報告 

 

 ９月２４日（土）・２５日（日）に（一社）兵庫県鍼灸師

会主管の下、近畿ブロック会議がホテル北野プラザ

六甲荘で開催、報告いたします。 

 初日は師会長会議と並行して、全国大会 in近畿 

第2回実行委員会が開催されました。７月２４日（日）

第１回実行委員会が開催、大会会長に滋賀県の飯塚

会長、実行委員長に大阪府の荒木先生が選出されました。第２回の実行委員会では全国大会テ

ーマ決定の報告、副実行委員長に兵庫県の岩本先生と前嶋が選出されました。来年近畿開催の

翌年以降はブロック単位での全国大会開催が期待されております。 

 会議の後は３年振りに懇親会が開催、楽しい余興と情報交換に花が咲き、二次会や三次会でも

情報交換が繰り広げられ、収穫の多い実りある１日になりました。 

 ２日目は本会議が開催、兵庫県の森口会長から議長就任の挨拶があり、始めに日本鍼灸師会 

要会長から日鍼会の活動報告と今後の運営方針、近畿ブロック師会 得本会長から近ブロ師会

長会議の報告、役員改選にて滋賀県の飯塚会長が新任、今後の抱負を述べられました。 

 議案１「令和５年度（公社）日本鍼灸師会全国大会開催」について大阪府の荒木先生から経過 

報告があり、全国大会周知用ポスターのデザインが本会議で決まりました。 

 第 18回公益社団法人日本鍼灸師会全国大会 in近畿 

 開催日：2023（令和 5）年 10月 21日(土)～22日(日) 

 開催地：スターゲイトホテル関西エアポート（大阪府泉佐野市 りんくうタウン） 

 大会テーマ：「わが街・はりきゅうのある暮らし～バック・トゥ・ザ・鍼灸」 

 議題２「大規模災害時を見据えた平時からの広域連携」について京都府の森岡会長が説明、 

日鍼会 危機管理委員である大阪府の堀口副会長から回答があり議論が繰り広げられました。 

 議題３「労災」について中野会長説明の後、日鍼会 南副会長が労災の現状を報告されました。 

 大阪府の得本会長による閉会の辞の後、記念撮影をして今年度の会議は無事に終了しました。 
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○療養費制度等適正運用について 

 

 

 平素は保険部の活動にご理解いただき厚くお礼申し上げます。 

 令和４年６月１日から療養費が改定されました。電療料が30円⇒34円と改定されております。

レセコンを使用されている会員の皆様は大丈夫ですが、請求件数が多く計算が苦手な会員の 

皆様には、この機会にレセコンの導入をご検討いただければ幸いです。 

 令和４年１月３０日（日）に、療養費制度等適正運用指導会を和歌山県勤労福祉会館 プラザ 

ホープで開催しました。指導会の内容は、受領委任払いにおける申請書の訂正、印の使い方につ

いて説明しました。 

 去年４月１日から基本的に押印が不要となっております。長期・頻回施術患者への償還払い変

更について、７月１日以降の施術分から適用になり、１年以上・月１６回以上施術継続理由・状態

記入書が上記初療日以降で、直近２年間に月１６回以上の施術が５か月以上実施されている  

施術月を記載する新様式に切り変わっております。 

 ７月２４日（日）に、和歌山県立情報交流センター BIG・Uで開催されました療養費制度等適正

運用指導会では、全国保険部長会議の報告・療養費の料金改定・施術録の整備などについて  

説明しました。 

 療養費制度等適正運用委員会は、コロナ禍でクラスターに注意しながら、ABC の３班に分けて

審査しております。分からないことがあれば、先ずは和鍼会のホームページから「保険部便り」を

クリックして、過去の指導会 PDFファイルをご確認いただきますようお願いいたします。 

 会員の皆様には療養費の適正運用にご理解くださいますようお願いいたします。 

副会長・保険部長 前嶋 拓也 

令和４年度  第１回 療養費制度等適正運用指導会 

会場とオンラインのハイブリッド方式で開催しました。 

R.4.7.24 
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○鍼灸療養費取扱い状況 

１．令和３年度請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
年 月 申請者数 件数 請求金額 療養費総額 

令和３年１月 37 525 5,974,941 7,150,180 

２月 37 516 5,588,921 6,692,830 

３月 36 512 5,630,991 6,737,960 

４月 36 536 6,342,613 7,557,830 

５月 36 536 6,166,451 7,375,430 

６月 35 511 5,754,665 6,977,840 

７月 35 517 5,950,534 7,135,850 

８月 35 514 6,064,328 7,250,260 

９月 36 520 5,880,837 7,054,500 

１０月 35 510 6,039,955 7,224,410 

１１月 35 529 6,345,522 7,597,540 

１２月 35 552 6,391,601 7,654,700 

年間合計 428 6,278 72,131,359 86,409,330 

平均 36 523 6,010,947 7,200,778 
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２．令和３年度保険者別請求件数と請求金額 

 
保険者別 件数 請求金額 

協会けんぽ 1,311 7,810,449 

健保組合 88 417,844 

共済組合 166 864,528 

国保 1,548 11,604,305 

後期高齢者 3,165 51,434,233 

合計 6,278 72,131,359 

 

 

 

３．年度別請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度別 請求金額 年度別 請求金額 

平成１３年度 48,719,713  平成２４年度 86,587,441  

平成１４年度 65,105,530  平成２５年度 91,885,069  

平成１５年度 87,976,501  平成２６年度 93,114,602  

平成１６年度 113,404,645  平成２７年度 99,116,396  

平成１７年度 108,810,673  平成２８年度 101,168,259  

平成１８年度 112,559,642  平成２９年度 96,511,901  

平成１９年度 110,474,582  平成３０年度 98,232,716  

平成２０年度 112,553,746  平成３１年度 93,556,491  

平成２１年度 108,357,999  令和２年度 77,458,388  

平成２２年度 96,463,045  令和３年度 72,131,359  

平成２３年度 98,059,390      

 
※年度別請求金額内訳は 

各年度の１月～１２月で計算 

［保険者別請求件数の割合］ 
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○令和３年度 学術講習会 

豊田 孝行先生 

ご講演の報告 

令和３年１１月１４日（日）開催 

 令和３年１１月１４日（日）、和歌山県情報交流センターBIG・U 研修室にて、講師に半農半医  

豊田 孝行先生をお招きし、『食養生と自己免疫の偉大さ』をテーマにご講演いただき、第２回 

学術講習会を現地・動画同時配信のハイブリッド開催致しました。 

この色々な情報が歪んでいる時代に、２０００年以上前から人類の健康のお手伝いをしている

といわれている鍼灸に対してプライドを持って、今一度、鍼灸の測りきれない可能性を見直す 

きっかけになれば良いなと思い、日本の  

鍼灸師が大切にしているであろう、自己  

免疫・自然治癒力を高めるための、基礎とな

る、食養生のお話をして頂きました。 

学術講習会を受けた会員、また全国から

動画配信で参加して頂いた方々から、   

『 すごくためになった』            

『考え直すきっかけになった』        

など多数の賛美を頂きました。 

 この場をお借りし、重ね重ねになりますが、

豊田孝行先生には、大変お忙しい中での資料作り、そして、講演をして頂いたことに深く感謝申

し上げます。 

これを期に、温故知新、そして自然治癒

力の尊さを再確認し、日本の鍼灸師が 

更に一人でも多くの患者さんが健康にな

る為のお手伝いができる事となれば幸い

です。 

 

 

 

 

 

 

学術部長 土井 隆弘   副部長・会長 中野 正得 
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○第１７回 はり・きゅう講演会 オンライン開催  ご報告 
令和４年１月２３日～３月３１日開催 

令和４年１月２３日～３月３１日。 令和３年度 第１７回 県民公開

講座 はりきゅう講演会を開催し、『はり・きゅうのことを知ってもら

おう』をテーマに YouTube動画配信を行いました。 

(一社)和歌山県鍼灸師会は３０年以上前から鍼灸を通して和歌山

県民を中心に健康のお手伝いをさせて頂き、和歌山県の様々な  

市町村郡にいる鍼灸師が力を合わせて団体となり活動をしておりま

す。しかし、まだまだ鍼灸をお身体のメンテナンスとしての選択肢の

一つとして周知できていない、もっと周知したいという思いで、名立

たる講師を招き、概ね年に１度、県民公開講座はりきゅう講演会として、県民の皆様に身体に 

まつわることを学んで頂き、鍼灸も実際に体験して頂こうと開催しております。 

第１７回令和３年度は昨今の情勢を考え、動画配信としました。鍼灸の実体験こそ出来ません

でしたが、お家でも、どこでも、いつでも、老若男女問わず、動画を視聴して頂き、鍼灸の事を 

知って頂きたく(一社)和歌山県鍼灸師会の理事で、慣れない動画作成を分担し、項目別に作成 

致しました。是非皆様も、『YouTube 和歌山県鍼灸師会チャンネル』 で検索して動画を見て

みてくださいね。 

 

○令和４年度 第１回 学術・災害対策合同講習会  ご報告 
令和４年７月２４日（日）開催 

 1、令和 3 年 10 月 3 日に発生した六十谷水管橋崩落にて、（一社）和歌山県鍼灸師会の対応 

及び報告をさせていただきました。崩落した内容を時系列でまとめ、被災した会員への対応等、

パワーポイントを使用し、写真を交え報告しました。研修として中野 正得会員に『誰でもできる 

災害鍼灸』として、火と線香を使わずに、温熱器と温灸用艾で施灸するお灸施術『無熱灸』を、 

避難所と想定してデモを交えてお話して頂きました。  

 2、災害時の安否及び状況確認について報告しました。報告の際、まだ内容が煮詰まらない状

態で、会員から意見をいただきました。その後、理事と改めて話し合い、本内容は令和 4年 9月

1日から新しい報告の形を取らせていただくことになりました。 

この原稿を作成している段階では、まだ災害

は発生していませんが、災害時には如何なる

場合にも、自分の身の回りを守ることを優先

して、報告できる状況では無事と連絡いただ

けたら幸いです。 

#一般社団法人和歌山県鍼灸師会 

#和歌山県勤労福祉会館プラザホープ 

#和歌山防災ナビアプリ 
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○第１８回 はり・きゅう講演会 ハイブリッド開催  ご報告 
令和４年９月４日（日）開催 

令和４年９月４日(日)県民交流プラザ・和歌山ビッグ愛展示ホールにて、

講師に半農半医 豊田 孝行先生をお招きし、『こころとからだの健康づく

り～ずっと健康でいるために～』をテーマにご講演いただき、現地・動画 

同時配信のハイブリッド開催致しました。講演終了後に（一社）和歌山県 

鍼灸師会による「はり・きゅう無料体験会」を行いました。 

最初に、医師として農家として大変ご多忙の中、沢山の資料を制作して

頂きました豊田孝行先生には深く感謝申し上げます。そして、現地または

ZOOM配信で参加して頂いた皆様にも感謝申し上げます。 

講習会の内容は、昨今を賑わしているコロナ騒動、そして、農薬・食品添加物のお話が軸とな

ります。厚生労働省が公示している情報とテレビ、新聞などのマスメディアが報道されている 

情報から矛盾点が多々あることを例に提示しお話しして頂きました。マスメディアには報道され

ていない厚生労働省が公示している資料は、国民が自ら調べないと出てこないことばかりです。

知っているか知らないかで大きく未来が変わりますし、関心があるかないか、疑問に思うか思わ

ないか・・・それだけでも未来は変わると確信いたしました。 

また、泉大津市でなされている取組のコロナ

後遺症・ワクチン後遺症の改善プロジェクトで、

医師として参加されていることの話もして頂き

ました。そこでは、基本メタボリックシンドローム

の方や、やせ過ぎている方に多く後遺症がでて

いるという事でした。＝免疫力・自然治癒力が 

弱い方といえます。特に『糖』の取りすぎは、腸に

カビが生えて、カビによって腸内細菌の悪玉菌・

善玉菌がなくなってしまい、免疫に深く関係する

腸が弱り、免疫力・自然治癒力が低下し、     

アレルギー反応が出やすくなるという事など、大変わかりやすく解説してくださりました。 

その他にも、公文書を用いて、心も身体も健康になるための貴重なヒントが沢山あり、医師 

からみて、また、自然農法農家として経験・研究を通して、興味深いお話をして頂きました。人間

は、農薬・添加物などの化学物質を取れば腸内環境が悪くなり、免疫力・自然治癒力が低下して

不健康になり、脳での神経伝達がストップし、「発達障害」「うつ」「認知症」になりうることがある

という事も教えて頂きました。また農業では、農薬や化学肥料などを使用している土壌では土壌

菌が少なくなり土壌が痩せ、そこで育った野菜などは、昔の化学物質を与えていない時代に比

べて栄養価もかなり下がります。また、肥料が無いと土壌が痩せているため作物が育たないと

いう事でした。身体(腸内)は土壌とよく似ており、可能な限り化学物質を省いていくことが、 

『こころとからだの健康づくり～ずっと健康でいるために』の免疫力・自然治癒力を養う近道で

あると考えるキッカケになりました。日本の鍼灸も『自然治癒力』を大切にしているという歴史が

あります。その自然治癒力は、蘭学が入ってきた時代に、オランダ医学書＝西洋医学から    
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インスパイアされているといわれています。  

それは、今回の豊田 孝行先生の講演会にも出

てきました『西洋医学の父・ヒポクラテス』が  

大切にされていた『食』、そして『自然治癒力』が

元となっております。 

最後に、豊田 孝行先生がヒポクラテスの 

言葉の中で好きな言葉、 

“人生は思考するものにとっては喜劇であり、

感情に流されるものにとっては悲劇である” 

不安なことが多い世の中、不安にならないため

に、前に進むために考えていけば明るい未来が待っています。 

『一人一人の選択で未来は変わる』と締めくくられました。 

こちらの講習会の様子は、【和歌山県鍼灸師会のホームページ】を検索して頂きますと、   

どなた様でも無料でご覧になれますので、よろしければ一度ご視聴ください。 

 

 

〇第７２回（公社）全日本鍼灸学会学術大会神戸大会のご紹介 

  （公社）全日本鍼灸学会では毎年の５月下旬～６月上旬ごろ

に学術大会（全国大会）を開催しており、来年の６月９日（金）～

１１日（日）に近畿支部主管の下、「鍼灸学の次代展望ー経験から

学び、持続可能なエビデンスをつむぐー」を大会テーマに神戸

国際会議場（兵庫県神戸市・ポートアイランド）で開催されます。 

大会会頭：北小路博司先生（宝塚医療大学 教授） 

実行委員長：坂口俊二先生（近畿支部長、関西医療大学 教授） 

 前回の４年前、ハイアットリージェンシー大阪・森ノ宮医療大学

で開催された学術大会では、萩野名誉会長と中野会長がそれ 

ぞれ実技セッションで講演されたのが、記憶に新しいところで 

あります。 

 大会 HP にて最新情報が随時更新されており下記アドレスにアクセスのうえ、今後の情報を 

ご確認ください。 

 https://www.taikai.jsam.jp/ 

 

学術部 今後のご案内 

 

〇令和４年度  第２回 学術講習会  令和５年３月１２日（日） 

  和歌山県 JAビルで竹葉 直紀先生をお招きして、日鍼会 近ブロ青年委員会とのコラボで 

  「スポーツ」をテーマにご講演いただきます。 
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〇（公社）日本鍼灸師会 
近畿ブロック青年委員会 
研修会に向けて 

 

 

 令和５年３月１２日（日）に（一社）和歌山県鍼灸師会主管の下、和歌山県ＪＡビルで竹葉 直紀先

生をお招きし、和鍼会 第２回学術講習会と日鍼会 近ブロ青年委員会とのコラボで「スポーツ」

をテーマにご講演いただきます。 

 

 過去に、和歌山県で開催された青年委員会研修会を振り返ってみると、平成１９年度は    

「スポーツ現場における鍼灸ボランティア活動」をテーマに開催、平成２６年度は２０１５紀の国 

わかやま大会（障害者国体）開催を控えており「障害者スポーツ」をテーマに開催されました。 

和歌山県で開催する青年委員会研修会のテーマは「スポーツ」と縁があるように感じます。 

 スポーツと言えば、２０２１年５月に開催予定だった「ワールドマスターズゲームズ関西」が   

コロナ禍のために２０２６年５月に延期から２０２７年５月に再度延期、２０２５年５月の台北での

開催後に開催される予定であります。 

 https://wmg2021.jp/ 

 会員の皆様にはご参加賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

青年部 今後のご案内 

 

〇第２６回 紀州口熊野マラソン大会ボランティア  令和５年２月５日（日） 

  今年度も延期になり、令和６年２月４日（日）に開催予定となっております。 

   

青年部長 松本 洋二郎   副部長・財務部長 大久保 明信 
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〇和歌山県との防災協定締結 報告 

  
令和４年１月１１日（火） 

 

前会長：萩野利赴先生（現：名誉会長）の任期時から

の宿願であった災害時におけるはり師及びきゅう師

の業務提供に関する協定書を和歌山県から頂き、 

県と協定を締結することができました。 

これにより、有事の際には避難所に、公式の施術  

ボランティアのブースを設置でき、全国から駆けつけ

てくださる DSAM（災害支援鍼灸マッサージ師合同

委員会）で研修を積んだ仲間がスムーズに災害支援

を行えるようになりました。 

詳しくは（一社）和歌山県鍼灸師会のホームページをご覧ください。 

県または市町村と災害協定を結んでいないと、避難所にスムーズに公式の施術ブースを出す

ことができません。 

身分照会がなされない災害支援は避難所の被災者や職員に不安を与えます。 

災害支援鍼灸マッサージボランティアを行う際は、各都道府県の鍼灸師会か鍼灸マッサージ

師会に所属してDSAMに加入してください。 

 

 

新入会員紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長・総務部長 石田 国豊 

藪下
やぶした

典子
の り こ

 

■出身校 関西鍼灸短期大学（現：関西医療大学） 

■免許取得 平成 6年 

■御挨拶 

はじめまして。本年より和歌山県鍼灸師会に入会させて頂きました 

藪下典子です。 

資格取得後、専業主婦を経て病院勤務をしています。 

まだまだ分らない事が多い為、御指導の程宜しくお願い致します。 

（令和 4年 6月入会） 
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〇しんきゅうコンパス 
（公社）日本鍼灸師会 
コラボ企画のご案内 

 
 

今回は、（公社）日本鍼灸師会が『しんきゅうコンパス』

と手掛けるコラボレーション企画について、ご案内いた

します。しんきゅうコンパスは、全国の鍼灸院が検索でき

るサイトであり、無料登録とご自身の施術所HPとリンク

できる点から多くの鍼灸院に利用されております。 

患者さんに、貴院が業団に所属している信頼度の高い

院だということがわかり、これまで以上に安心して来院

できるようになります。しんきゅうコンパスに未登録の 

先生は、無料で担当スタッフが電話インタビュー後、貴院

のページ作成を行います。以下からインタビューのご予約を頂きますよう、お願い致します。 

※日本鍼灸新報 No.682 P,17より引用 

https://shinq-compass.eeasy.jp/application_agency 

しんきゅうコンパス運営事務局 

ＴＥＬ：０３-６７２１-７４１６ （１０：００～ 18：00）   Ｅ-ｍａｉｌ：info@shinq-compass.jp 

HP作るのが面倒だが、来院率（出張施術率）を上げたい先生は、ご活用ください。 

 

〇お薦め図書のご紹介 
 

『鍼灸のことが気になったらまず読む本 Q&A 89』 

口之津病院  医はき師 寺澤佳洋 編著 

A5判 146頁 

定価 3,520円（本体 3,200円+税） 

ISBN978-4-498-06932-9 

2022年 08月発行 

 

鍼灸師から医師になった寺澤佳洋先生渾身の一冊であり、

鍼灸業界を牽引する諸先生の皆様が、鍼灸（はり・きゅう）

についての疑問を分かりやすく簡潔に回答されておりま

す。国民の皆様に対して鍼灸についての説明、医療福祉に

従事する皆様にとって鍼灸を学ぶための一冊として、   

ご活用していただけると幸いに存じます。 

広報部長 萩野 貴善   副部長・副会長 前嶋 拓也 
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＜令和４年度 一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 定時会員総会 概略＞ 
 

令和４年５月１５日（日） 和歌山県立情報交流センターBIG・U 研修室２に於いて、 

感染症対策を万全に整えたうえで、十分なフィジカル・ディスタンスを確保して開催された。 

 

第１～５号議案  

・令和３年度事業報告 

・令和３年度収支決算報告 

・令和３年度監査報告 

・令和４年度事業計画（案） 

・令和４年度収支予算（案） 

は会場より質問が出たが、原案通り賛成挙手多数で承認可決された。 

 

第６号議案  

・石田 国豊総務部長より定款の改訂について説明があり、会場より質問が出たが、原案通り

賛成挙手多数で承認可決された。 
 

第７号議案 

・その他 

 

  その他報告事項 

・はりきゅう講演会について 

中野 正得会長より、説明があった。 

・災害対策委員会活動について 

大久保 明信災害対策委員長より、説明があった。 

また、中野 正得会長より県との災害協定調印式が行われたとの報告があった。 

・知事感謝状受賞（中野 正得会長） 

中野 正得会長より、お礼の挨拶があった。 

・新会員紹介（令和３年度定時会員総会以降入会者） 

石田 国豊総務部長より、報告があった。 

     ・LINEアンケート調査についての意見 

         大久保 明信災害対策委員長と石田 国豊総務部長が回答した。 

令和 4 年度  一般社団法人 和歌山県鍼灸師会  定時会員総会 
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令和４年５月１５日開催  （一社）和歌山県鍼灸師会 定時会員総会の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倫理綱領の朗読 前年度事業・決算報告、今年度事業・予算案の説明 

尾谷 正剛監事による監査報告 中野 正得会長 知事感謝状受賞お礼の挨拶 

萩野 利赴名誉会長からの質問に回答する執行部 
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令和３年度 事業報告 

 
一般社団法人 和歌山県鍼灸師会   

会  長  中野 正得 
 

１．会員状況 

 

令和３年４月１日 増 加 減 少 令和４年３月31日 

５８名 

 

 

（０名） 

西馬 武彦 

堂前 龍太郎 

中島 真喜夫 

廣田 喜紀 

（４名） 

５４名 

 

２．令和３年度 事業報告 

（１）一般社団法人 和歌山県鍼灸師会関係 

和鍼会監査 ４月 18日 書類郵送による監査 

定時会員総会 ５月 16日 県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛  201会議室 

 

理事会 （第１回）令和３年４月25日 

（第２回）令和３年10月４日 

（第３回）令和４年１月26日 

対面理事会 

オンライン理事会 

オンライン理事会 

 

ＦＡＸ理事会 （第１回）令和３年６月７日 

（第２回）令和３年７月28日 

（第３回）令和３年８月18日 

（第４回）令和３年９月20日 

（第５回）令和３年11月14日 

（第６回）令和３年12月９日 

（第７回）令和４年２月14日 

（第８回）令和４年３月３日 
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１．（一社）和歌山県鍼灸師会関係 

総務部 

各事業援助 

新入会員手続き、名簿作成 

理事会準備（総務部） 

その他 各部に属さない業務 

厚生労働大臣免許保有証申請作業 

（申請者なし） 

令和４年春の褒章申請作業（該当者なし） 

知事感謝状推薦申請作業（中野正得氏） 

知事表彰推薦申請作業 （中 美博氏） 

令和４年秋の褒章申請作業（該当者なし） 

会員名簿・会員台帳更新 

 
財務部 

和鍼会会計監査 

毎月銀行振込、各部会収入・支出管理 

会計資料作成 

公認会計士との折衝 

令和２年度分確定申告 

県民税確定申告及び納付 

事務員労災保険料申告及び納付 

免許保有証発行作業 

過去５年間（Ｈ２８～Ｒ２）の申告調査 

過去５年間（Ｈ２８～Ｒ２）の修正申告 

和鍼会中間会計監査 

源泉所得税納付 

 

保険部 

療養費制度等適正運用委員会 

和鍼会HP 保険部便り更新 

制度改革における各種折衝 

療養費支給申請書類等の用紙印刷 

療養費取扱い新人研修 

保険者挨拶廻り 

第１回療養費制度等適正運用指導会 

 

第２回療養費制度等適正運用指導会 

 

学術部 

第１回学術講習会 

 

 

 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

７月～８月 

 

７月３日 

７月９日 

12月13日 

１月７日 

随  時 

 

 

４月25日 

随  時 

随  時 

随  時 

５月27日 

５月28日 

６月17日 

7月1日～8月31日 

11月11日 

12月14日 

１月23日 

２月25日 

 

 

毎月６日 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

８月８日 

 

１月30日 

 

 

８月８日 

 

 

 

和鍼会事務所 

 

 

和鍼会事務所 

 

 
医務課 

医務課 

医務課 

医務課 

 

 

 

書類郵送による監査 

 

和鍼会事務所 

会計事務所 

湯浅税務署 

紀南県税事務所 

田辺労働基準監督署 

和鍼会事務所 

湯浅税務署 

湯浅税務署 

和鍼会事務所 

湯浅税務署及び各市町村役場 

 

 

和鍼会事務所 

 

県後期高齢者医療広域連合他 

 

和鍼会事務所 

広域連合・協会けんぽ・国保連他 

和歌山県立情報交流センターBIG・U 

（リモート同時開催） 

和歌山県勤労福祉会館プラザホープ 

（リモート同時開催） 

 

和歌山県立情報交流センターBIG・U 

（リモート同時開催） 
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第２回学術講習会 

 

第16回はり・きゅう講演会（県民公開講座） 

 

広報部 

催事の広報活動 

ホームページ更新 

講習会・研修会データ保存及び公開 

「きしゅう君の家」ステッカー送付 

「きしゅう君の家」登録会員報告 

鍼灸師養成校への入会案内発送 

第28号会報誌発行 

 

青年部 

災害対策研修会 

 

第26回紀州口熊野マラソン大会ボランティア 

 

２．近畿ブロック関係 

近畿ブロック青年委員会研修会in大阪 

近畿ブロック青年部長会議 

近畿ブロック会議in京都 

 

３．（公社）日本鍼灸師会関係 

日本鍼灸師会 通常代議員総会 

 

第16回（公社）日鍼会全国大会in東京 

(公社)日本鍼灸師会 創立70周年記念式典 

創立70周年日本鍼灸師会会長表彰者 中 美博氏 

日鍼会 全国師会長会議 

全国青年部長会議 

全国保険部長会議 

 

４．その他 

地域包括ケアシステム 

第69回（公社）全日本鍼灸学会学術大会 福岡大会  

災害時におけるはり師及びきゅう師の業務提供に関する協定書 会議  

近畿厚生局・和歌山県 集団指導 

知事感謝状贈呈式   中野正得氏 

災害時におけるはり師及びきゅう師の業務提供に関する協定書 調印  

11月14日 

 

１月23日 

 

 

随  時 

随  時 

随  時 

４月25日 

５月７日 

11月６日 

11月６日 

 

 

８月８日 

 

２月６日 

 

 

９月19日 

９月19日 

９月26日 

 

 

６月13日 

 

10月24～25日 

10月24日 

10月24日 

12月５日 

12月12日 

２月13日 

 

 

随  時 

６月４～６日 

８月４日 

 

11月12日 

12月14日 

 

和歌山県立情報交流センターBIG・U 

（リモート同時開催） 

オンライン開催 

 

 

 

 

 

 

和歌山県警察本部 生活安全企画課 

 

500部印刷 

 

 

和歌山県勤労福祉会館プラザホープ 

（リモート同時開催） 

延期 

 

 

新大阪コロナホテル(ハイブリッド開催) 

新大阪コロナホテル 

オンライン会議 

 

 

帝京平成大学 池袋キャンパス 

415教室 （ハイブリッド開催） 

としま区民センター（ハイブリッド開催） 

としま区民センター（ハイブリッド開催） 

としま区民センター（ハイブリッド開催） 

オンライン会議 

オンライン会議 

オンライン会議 

 

 

各市町村 

オンライン開催 

和歌山県庁・南別館 

開催なし 

ホテルアバローム紀の国 

和歌山県庁・南別館 
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令和４年度 事業計画 
 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会  

会  長  中野 正得     

 

和鍼会監査 ４月24日 和鍼会事務所 

定時会員総会 ５月15日 和歌山県立情報交流センターBIG・U 

理事会  年３回以上～議題により随時開催予定（ＦＡＸ理事会含む） 

療養費委員会 毎月１回 ６日 又は前後１日 

 

１．一般社団法人和歌山県鍼灸師会関係 

会 長 

県庁関係 挨拶廻り 

新年名刺交換会 

 

総務部 

各事業援助 

新入会員手続き、名簿作成 

理事会準備（総務部） 

その他 各部に属さない業務 

厚生労働大臣免許保有証申請作業 

会員名簿・会員台帳更新 

 

財務部 

和鍼会会計監査 

令和３年度確定申告 

毎月銀行振込、各部会収入・支出管理 

会計資料作成 

公認会計士との折衝 

厚生労働大臣免許保有証発行作業 

和鍼会中間監査 

源泉所得税納付 

次年度予算案作成 

 

保険部 

療養費制度等適正運用委員会 

制度改革における各種折衝 

療養費支給申請書類等の用紙印刷 

療養費取扱い新人研修 

保険者挨拶廻り 

第１回療養費制度等適正運用指導会 

第２回療養費制度等適正運用指導会 

 

 

 

 

１月上旬 

１月上旬 

 

 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

７月～８月 

随  時 

 

 

４月 24日 

５月下旬 

随  時 

随  時 

随  時 

7月～8月 

１月中旬 

１月下旬 

３月頃 

 

 

毎月６日 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

７月 24日 

３月 12日 

 

 

 

 

和歌山県庁 

和歌山県庁 

 

 

和鍼会事務所 

 

 

和鍼会事務所 

 

 

 

 

和鍼会事務所 

湯浅税務署 

和鍼会事務所 

会計事務所 

和鍼会事務所 

 

 

湯浅税務署及び各市町村役場 

 

 

 

和鍼会事務所 

県後期高齢者医療広域連合他 

 

和鍼会事務所 

広域連合・協会けんぽ・国保連他 

和歌山県立情報交流センターBIG・U 

和歌山県 JAビル 11階 会議室 
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学術部 

第１回学術講習会 

第 18回はり・きゅう講演会（県民公開講座） 

第２回学術講習会 

 

広報部 

催事の広報活動 

ホームページ更新 

講習会・研修会データ保存及び公開 

「きしゅう君の家」ステッカー送付 

「きしゅう君の家」登録会員報告 

会報誌発行 

鍼灸師養成校への入会案内発送 

 

青年部 

災害対策研修会 

第 26 回紀州口熊野マラソン大会ボランティア 

 

２．近畿ブロック関係 

近畿ブロック会議 

近畿ブロック青年部長会議 

近畿ブロック青年委員会研修会 

近畿ブロック保険部長会議 

 

３．（公社）日本鍼灸師会関係 

日本鍼灸師会 定時代議員総会 

全国保険部長会議 

全国学術部長会議 

全国師会長会議 

第 17回（公社）日鍼会全国大会 IN愛知 

第 14回 JIMTEF 災害医療研修 

ベーシックコース 

JIMTEF 災害医療研修アドバンスコース 

 

４．その他 

地域包括ケアシステム 

第 71回（公社）全日本鍼灸学会学術大会 東京大会 

 

近畿厚生局・和歌山県 集団指導 

医療推進協議会 役員会 

 

７月 24日 

９月４日 

３月 12日 
 

 

随  時 

随  時 

随  時 

４月 25日 

５月６日 

11月上旬 

11月上旬 

 

 

７月 24日 

２月５日 

 

 

９月 24～25日 

３月 11日 

３月 12日 

未  定 

 

 

６月 12日 

８月７日 

10月 30日 

11月 20日 

12月３～４日 

６月４日～ 

７月３日 

未  定 

 

 

随  時 

６月３～５日 

 

未  定 

未  定 

 

和歌山県立情報交流センターBIG・U 

和歌山ビッグ愛 展示ホール 

和歌山県 JAビル 11階 会議室 

 

 

 

 

 

 

教育委員会及び和歌山県警 

 

 

 

 

和歌山県立情報交流センターBIG・U 

上富田文化会館（延期） 

 

 

ホテル北野プラザ六甲荘 

和歌山市内 

和歌山県 JAビル 11階 会議室 

 

 

 

ステーションコンファレンス万世橋 

オンライン開催 

オンライン開催 

ステーションコンファレンス万世橋 

ウインクあいち（ハイブリッド開催） 

オンライン講義 

 

 

 

 

各市町村 

有明ガーデンコンファレンスセンター 

東京有明医療大学（ハイブリッド開催） 
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令和３年･令和４年度 役員紹介 
 

【代表理事】 １名 

中野 正得 

 

【業務執行理事】 ６名 

石田 国豊 前嶋 拓也 大久保 明信 萩野 貴善 土井 隆弘 松本 洋二郎 

 

【名誉会長】 萩野 利赴 

【会    長】 中野 正得 

【副 会 長】 石田 国豊  前嶋 拓也 

【監    事】 中田 浩   尾谷 正剛 

 

【総務部長】 石田 国豊 【副部長】 打田 耕三 初山 領 

【財務部長】 大久保明信 【副部長】 薮中 浩之 澤越 巧治 

【保険部長】 前嶋 拓也 【副部長】 濵﨑 正人 出﨑 哲也 

【学術部長】 土井 隆弘 【副部長】 中野 正得 弓場 穣 

【広報部長】 萩野 貴善 【副部長】 前嶋 拓也 寺本 享央 

【青年部長】 松本洋二郎 【副部長】 石田 国豊 大久保明信 

 

   ＩＴ委員長  石田 国豊 副委員長 前嶋 拓也 

 

   裁定審議委員長 中田 浩  副委員長 尾谷 正剛 

 

療養費制度等適正運用委員会（１７名） 
 

療養費制度等適正運用委員長 薮中 浩之 

副委員長 出﨑 哲也 

 

療養費制度等適正運用委員 

（常勤）中野 正得  石田 国豊  前嶋 拓也  大久保明信 

土井 隆弘  萩野 貴善  松本洋二郎 

（A班）濵﨑 正人  薮中 浩之  澤越 巧治 

（B班）出﨑 哲也  森中 幸雄  寺本 享央 

   （C班）萩野 利赴  中田 浩    尾谷 正剛  打田 耕三 

 

災害対策委員会 
 

災害対策委員長 大久保明信 

副委員長 前嶋 拓也  土井 隆弘  萩野 貴善  松本洋二郎 
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＊＊＊編集後記＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

新執行部による会の運営が始まり、あっという間に 1年以上が経過しました。 

会報誌の発行も今年度で３０号に到達しました。 

過去の会報誌を振り返ってみると、平成５年に発行された記念すべき会報誌第１号の

表紙は「和歌山城」であり、平成３０年に発行された法人設立３０周年記念会報誌の表紙

も「和歌山城」であり、「３０」つながりで感慨深いものを感じます。 

来年、法人設立３５年目を迎える（一社）和歌山県鍼灸師会をどうぞよろしくお願い申し

上げます。 

副会長  前嶋 拓也 

広報部長  萩野 貴善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 
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